
様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。

学校名 京都先端科学大学
設置者名 学校法人 永守学園

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数

学部名 学科名

夜間･

通信

制の

場合

実務経験のある

教員等による

授業科目の単位数

省令

で定

める

基準

単位

数

配

置

困

難
全学

共通

科目

学部

等

共通

科目

専門

科目
合計

経済経営学部

経済学科
夜 ・

通信

0

0

20 20 13

経営学科
夜 ・

通信
20 20 13

人文学部

心理学科
夜 ・

通信
0

24 24 13

歴史文化学科
夜 ・

通信
22 22 13

バイオ環境学部

バイオサイエン

ス学科

夜 ・

通信

0

17 17 13

バイオ環境デザ

イン学科

夜 ・

通信
22 22 13

食農学科
夜 ・

通信
18 18 13

健康医療学部

看護学科
夜 ・

通信

0

21 21 13

言語聴覚学科
夜 ・

通信
22 22 13

健康スポーツ学

科

夜 ・

通信
21 21 13

工学部
機械電気システ

ム工学科

夜 ・

通信
0 14 14 13

（備考）



２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法
本学ホームページ「シラバス検索」ページに掲載している。

https://www.kuas.ac.jp/academics/syllabus

３．要件を満たすことが困難である学部等

学部等名 該当なし

（困難である理由）



様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 

※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。

学校名 京都先端科学大学
設置者名 学校法人 永守学園

１．理事（役員）名簿の公表方法
本学ホームページにて公表

https://www.kuas.ac.jp/corporation/officer

２．学外者である理事の一覧表

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期
担当する職務内容

や期待する役割

非常勤 地方銀行 取締役頭取
2021.3.17～

2024.3.16

適切な学校法人運

営（財政関係）

非常勤 弁護士
2021.3.17～

2024.3.16

適切な学校法人運

営（ガバナンス関

係）

（備考）



様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

学校名 京都先端科学大学

設置者名 学校法人 永守学園

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基

準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表しているこ

と。
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要）
授業計画（シラバス）の作成過程

各学部各学科の授業科目の担当者が教務委員会にて決定後、12 月に教務センター長名で各

科目担当者に授業計画（シラバス）の執筆が依頼され、1 月下旬までに担当者が各科目の授業

計画（シラバス）を作成し、学生情報共有システムに入力する。その後、全シラバスについて、

教務委員会が責任をもってチェックを行い、不適切な個所があるものについては修正を依頼

する。完成されたシラバスは春学期のオリエンテーション開始前に Web 上に公開される。

授業計画（シラバス）の内容

シラバスの記載項目及びその概要は、以下の通りである。

1.「授業概要」には授業で学ぶ内容とその意義・目的について概略を記述している。目的部

分は、学生からの「なぜこれを学ぶ必要があるのか？」という問いに対する、教員からの

回答を想定した内容となっている。また、実務経験のある教員等によってなされる授業科

目についてはその旨を記載している。

2.「到達目標」は、学生を主語にし、観察可能な動詞（「説明する」「討議する」など）を用

いながら、3 つ以上 5つ以下の目標を記述している。また、各目標は授業の目的を具体

化したものであり、教育方法や成績評価方法・基準と対応させている。

3.「成績評価基準」については、到達目標ごとに 3段階（「十分に到達できている」（S・A相

当）・「一部は到達できている」（B・C 相当）・「かなりの努力を要する」（F相当））で評価

の基準を記述している。記述に際しては、基準として「何ができれば目標を達成したと

みなされるのか」を段階ごとに記載してある。

4.「成績評価方法」については、本学では学修意欲の増進の一要素として、授業内レポート

や小テスト等多面的評価を行うことを強く推進している。また、到達目標や教育方法と

対応させながら、数値等を用いた具体的な記述となっている。出席はするのが当然なの

で「出席点」という言葉は用いないようにしている。

5.「授業スケジュール」は必ず 1～15 回、または 1～30 回に分けてすべての授業計画を箇条

書きで記述している。

6.「教育方法」は講義法やアクティブ・ラーニングなどの各回の授業方法や授業形態を明示

している。

7.「授業外学修」は、授業外学修の内容および必要時間数を記載している。

8.「教材（教科書）」は授業で使用する教科書を、「教材（参考資料）」は授業に関わる参考資

料を記載している。

9.「受講条件」は、事前または並行して履修が必要な科目や能力を記載している。

10.「受講のルール」は受講生との約束事、受講のマナー、守られなかった場合の対応などを

記載している。

11.「学習上の助言」は効果的な学習のための助言を記載している。

授業計画書の

公表方法

授業計画の公表方法 ホームページにポータルサイトのシラバスページへ

のリンクを設定している。

https://www.kuas.ac.jp/academics/syllabus



２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学

修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定しているこ

と。
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要）

単位授与又は履修認定の実施状況

各科目の到達目標及び成績評価の基準として、各科目 3つ以上 5つ以下の到達目標を

設定し、到達目標ごとに 3 段階の成績評価基準（「十分に到達できている」（S・A相

当）・「一部は到達できている」（B・C 相当）・「かなりの努力を要する」（F相

当））を設定し、シラバスに明記している。基準として「何ができれば目標を達成した

とみなされるのか」を段階ごとに記載している。また、2019 年度入学生から開講される

大学共通コア科目について、レポート、プレゼンテーション、コミュニケーション力、

および情報リテラシーを評価する場合は、評価基準として共通の課題ルーブリックを用

いている。

成績評価方法については、授業内レポートや小テスト等多面的評価を行うことを強く

推進している。シラバスでは、到達目標や教育方法と対応させながら、数値等を用いた

具体的な記述となっている。

以上のように、各科目であらかじめ設定された成績評価基準に従って、各学生の学修成

果が、厳密かつ適正に成績評価され、単位授与されている。



３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとともに、

成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要）

成績評価

成績評価は 100 点満点法により 60 点以上が合格、59点以下が不合格である。

＜2019 年度以降のカリキュラム＞

成績表記 素点

合格 Ｓ 100～90

Ａ 89～80

Ｂ 79～70

Ｃ 69～60

Ｎ Ｎ

不合格 Ｆ 59～0

＜2018 年度以前のカリキュラム＞

成績表記 素点

合格 優 100～80

良 79～70

可 69～60

認 Ｎ

不合格 否 59～ 0

※ 記号「Ｎ」＝「認定」 単位互換等で認定された科目に「Ｎ」と記載。

ＧＰＡの算出方法

Ｓ（90～100 点）＝4ポイント、Ａ（80～89 点）＝3 ポイント、Ｂ（70～79 点）＝2ポ

イント、Ｃ（60～69 点）＝1 ポイント、Ｆ（59 点以下）＝0ポイントとして、それに各

単位数を掛けて加えた合計点を、履修登録科目の総単位数で割って計算する。

（4ポイント×Sの科目の単位数合計）＋（3ポイント×Aの科目の単位数合計）

+（2ポイント×Bの科目の単位数合計）＋（1ポイント×Cの科目の単位数合計）

GPA ＝ ＋（０ポイント×Fの科目の単位数合計）

総単位数（分子となる科目の単位数の合計）

計算時の対象科目は、履修登録をしたすべての科目とする。ただし、教職に関する科目、

大学コンソーシアム京都単位互換科目、留学によって修得した単位、学外での活動により

認定された単位（評価が「Ｎ」となるもの）は除く。入学後に履修登録したすべての科目

の通算 GPA 値が成績表に表示され、学内における奨学金審査等で用いている。その際に

は、募集要項等に記載することとなっている。

客観的な指標

の算出方法の

公表方法

本学 HP「教育情報の公開」ページで公開している。

https://www.kuas.ac.jp/about/info-disclosure/info



４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施している

こと。
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要）

卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組

大学全体の学位授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）

1.知識・理解

1.1 核となる特定の知識体系を他領域の知識と関連づけながら修得し、変容する

グローバル社会の諸問題を解決するために活用できる。

2.技能

2.1 適切な方法を用いて必要な情報を収集し、活用できる。

2.2 多様な言語を用いて、他者と意思疎通を行うことができる。

3.思考・判断・表現

3.1 修得した知識、技能ならびに経験を活かして、複眼的思考で自らの考えを論

理的に組み立て、表現できる。

3.2 自ら設定した主題について、収集した資料を客観的に分析しながら、批判的

に考察できる。

4.関心・意欲・態度

4.1 変容するグローバル社会の諸問題に継続的に関心を示し、その問題の解決の

ために粘り強く主体的に行動できる。

4.2 多様な他者と協働しながら、自律的な社会人として行動できる。

上記の大学全体の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき、各学部学科

のディプロマ・ポリシーが策定されており、これらの方針に基づいて、学生の履修

単位数等を踏まえて、卒業を認定している。

卒業の認定に

関する方針の

公表方法

ホームページ上で大学全体のディプロマ・ポリシーを公開している。

https://www.kuas.ac.jp/about/outline/policy

経済経営学部 経済学科のディプロマ・ポリシー

https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/eba/economics

経済経営学部 経営学科のディプロマ・ポリシー

https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/eba/business

人文学部 心理学科のディプロマ・ポリシー

https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hum/psychology

人文学部 歴史文化学科のディプロマ・ポリシー

https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hum/history

バイオ環境学部 バイオサイエンス学科のディプロマ・ポリシー

https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/bio/bioscience

バイオ環境学部 バイオ環境デザイン学科のディプロマ・ポリシー

https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/bio/bioenvironmental

バイオ環境学部 食農学科のディプロマ・ポリシー

https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/bio/agriculture

健康医療学部 看護学科のディプロマ・ポリシー

https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hms/nursing

健康医療学部 言語聴覚学科のディプロマ・ポリシー

https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hms/speech

健康医療学部 健康スポーツ学科のディプロマ・ポリシー

https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hms/health

工学部 機械電気システム工学科のディプロマ・ポリシー

https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/engineering/Department-

of-Mechanical-and-Electrical-System-Engineering



様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。

学校名 京都先端科学大学

設置者名 学校法人 永守学園

１．財務諸表等
財務諸表等 公表方法

貸借対照表
https://www.kuas.ac.jp/about/info-

disclosure/financial

収支計算書又は損益計算書
https://www.kuas.ac.jp/about/info-

disclosure/financial

財産目録
https://www.kuas.ac.jp/about/info-

disclosure/financial

事業報告書
https://www.kuas.ac.jp/about/info-

disclosure/financial

監事による監査報告（書）
https://www.kuas.ac.jp/about/info-

disclosure/financial

２．事業計画（任意記載事項）

単年度計画（名称： 対象年度： ）

公表方法：

中長期計画（名称：京都先端科学大学・中期経営計画

対象年度：2020 年度～2024 年度の 5年間）

公表方法：https://www.kuas.ac.jp/about/info-disclosure/cyukei

３．教育活動に係る情報

（１）自己点検・評価の結果

公表方法：https://www.kuas.ac.jp/about/info-disclosure/evaluation

（２）認証評価の結果（任意記載事項）

公表方法：https://www.kuas.ac.jp/about/info-disclosure/evaluation



（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要
学部等名 経済経営学部 経済学科

教育研究上の目的（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/eba/economics）

（概要）

経済学を中心に経営学・法学分野の科目も配し、ビジネスパーソンとして必要な幅

広い教養と経済学の体系的な学修を通じて習得した広い視野をもって社会で活躍でき

る人材の育成を教育の目的とする。

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/eba/economics）

（概要）

1.知識・理解

1.1 経済学とその関連分野の学修を通じて、社会をとりまく諸現象に関する歴史的

経緯や法則性を理解し、変容するグローバル社会の諸問題を解決するために活用で

きる。

2.技能

2.1 社会人として必要な幅広い教養と経済学の専門知識を有し、それを活用でき

る。

2.2 経済学の専門教育とキャリア教育から得た知識・意識を通じて、自らの社会人

としてのキャリアデザインを長期的視野に立って描くことができる。

3.思考・判断・表現

3.1 経済学の専門分野の学修を通じて得た知識をもとに、現代の経済社会を取り巻

く諸課題について、豊かな想像力をもって複眼的な視野から分析することができる。

3.2 自ら設定した経済分野における主題について、経済学で用いられる適切な手法

を用いて結論を導き、それを論理的かつ客観的に説明することができる。

4.関心・意欲・態度

4.1 経済学分野の専門的知見に基づいて、グローバル社会が直面する経済問題の解

決に向け、他者と協調して行動をとることができる。

4.2 経済学の専門教育から得られた知見に基づいて、よりよい社会の構築に向けて

的確な判断をでき、それに積極的に参画することができる。



教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/eba/economics）

（概要）

1.教育課程編成

1.1 教育課程として、基礎科目と展開科目を配置します。

1.2 基礎科目では、経済学の学修に必要な基礎的な知識と技能を修得することを目

的とし、それに必要な経済学分野の基幹科目および一般的な科目を配置します。

1.3 展開科目は、基礎科目で得た知識と技能を基にしたより専門性の高い科目を配

置し、経済学の知識を駆使した高度な問題解決力を育成します。

2.学修方法・学修過程

（学修方法）

2.1 学科の教育課程では、少人数指導の下で、経済学分野における各々の学問的

関心に応じた理論体系の学修、およびその実社会との関連の考察を行い、それを成

果物にまとめます。

（学修過程）

2.2.1 学科専門科目では、基礎科目から展開科目へと学修を進めることで、初歩か

ら段階的かつ体系的に経済学を学びます。

2.2.2 1 年次には、学科専門の基礎科目の一部を学修することで、経済学の基礎知

識を得るとともに、経済学の目的と意義を理解します。

2.2.3 2 年次には、学科専門の基礎科目と並んで展開科目の学修を開始することで、

より高度な経済学の理論に基づく問題解決力を養う学修を行います。

2.2.4 3 年次からは、少人数のゼミナールにおいて各々の関心に応じて経済学に関

する専門分野における学修を行います。

2.2.5 4 年次では、各々の設定した経済分野に関するテーマについてゼミナールに

おいて指導を受けながら卒業研究を行い、課題発見力・解決力を養う学修を行いま

す。

（学修過程）

2.3 ビジネスパーソンとして社会の第一線で活躍できる能力を養うべく両学科共

通のコースと学科独自のコースで段階的に学修を進め、経済学の専門的知見に基づ

く主体性および問題解決力を育みながら卒業論文を作成します。

3.学修成果の評価

3.1 学修成果は、ディプロマ・ポリシーで定められた能力と、カリキュラムの各科

目で設定される到達目標の達成度を示すものであり、経済学科のアセスメント・ポ

リシーに従って多様な方法で学修成果を評価します。

3.2 各科目の内容、到達目標、および評価方法・基準はシラバスに示され、到達目

標の達成度を評価します。



入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/eba/economics）

（概要）

教育目的 経済学を中心に経営学・法学分野の科目も配し、ビジネスパーソンとし

て必要な幅広い教養と経済学の体系的な学修を通じて習得した広い視野をもって社会

で活躍できる人材の育成を教育の目的とする。

本学科の教育目的に即した人材を育成するために、明確な目的意識と情熱を持ち、

高等学校で履修した教科・科目についての基礎的な知識や技能を 有し、自分の考え

を伝えられる表現力、さまざまな課題に積極的に挑戦しようとする意欲と姿勢、コミ

ュニケーションを効果的に図ることによって相互 理解に努めようとする態度を有す

る人を求めます。

1.知識・技能

・高等学校で履修する国語、英語、地理歴史、数学などについての基礎的な知識を

持つ。

2.思考力・判断力・表現力

・経済や社会について考え判断する能力があり、自分の考えを表現できる。

3.主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度

・経済学に強い興味・関心があり、主体的に学ぶ強い意欲を持つ。

・知識の修得と活用のために、多様な人々と協働して取り組める。



学部等名 経済経営学部 経営学科

教育研究上の目的（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/eba/business）

（概要）

経営学を中心に経済学・法学分野の科目も配し、ビジネスパーソンとして必要な幅広

い教養と実体験重視の学修を通じて、社会人としての自立できる人材の育成を目的とす

る。

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/eba/business）

（概要）

1.知識・理解

1.1 社会科学とその関連分野の学修を通じて社会をとりまく諸現象に関する歴史的

経緯や法則性を理解し、変容するグローバル社会の諸問題を解決するために活用でき

る。

2.技能

2.1 社会人として必要な幅広い教養と経営学の専門知識を有し、それを活用できる。

2.2 経営学の専門教育とキャリア教育から得た知識・意識を通じて、社会人として

のキャリアデザインを長期的視野に立って描くことができる。

3.思考・判断・表現

3.1 経営学の専門分野の学修を通じて得た知識をもとに、複眼的な視野で、ならび

に理論と実践の融合の観点から経営上の諸課題を分析することができる。

3.2 自ら設定した経営分野における主題について、経営学で用いられる適切な手法

を用いて結論を導き、それを論理的かつ客観的に説明することができる。

4.関心・意欲・態度

4.1 企業を含む組織がグローバル社会において直面する諸課題に関心を示し、その

解決に向けて経営学分野の専門的知見に基づいて行動することができる。

4.2 経営学分野の専門的知見に基づいて、企業を含む組織の活動へ積極的に参画す

ることができる。



教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/eba/business）

（概要）

1.教育課程編成

1.1 教育課程として、基礎科目と展開科目を配置します。

1.2 基礎科目では、経営学の学修に必要な基礎的な知識と技能を修得することを目

的とし、それに必要な経営学分野の基幹科目および一般的な科目を配置します。

1.3 展開科目では、基礎科目で得た知識と技能を基にしたより専門性の高い科目を

配置し、経営学の知識を駆使した高度な問題解決力を育成します。

2.学修方法・学修過程

（学修方法）

2.1 学科の教育課程では、経営学の各分野における理論体系やその実社会との関連

性について学修します。

（学修過程）

2.2.1 学科専門科目では、基礎科目から展開科目へと学修を進めることを通じて、

段階的かつ体系的に経営学を学びます。

2.2.2 1 年次には、学科専門の基礎科目の一部を学修することで、経営学の基礎知

識を得るとともに、経営学の目的と意義を理解します。

2.2.3 2 年次には、学科専門の基礎科目と並んで展開科目の学修を開始することで、

より高度な経営学の理論に基づく問題解決力を養う学修を行います。

2.2.4 3 年次からは、少人数のゼミナールにおいて各々の関心に応じて経営学に関

する専門分野における学修を行います。

2.2.5 4 年次では、各々の設定した経営分野に関するテーマについてゼミナールに

おいて指導を受けながら卒業研究を行い、課題発見力・解決力を養う学修を行いま

す。

（学修過程）

2.3 ビジネスパーソンとして社会の第一線で活躍できる能力を養うべく両学科共

通のコースと学科独自のコースで段階的に学修を進め、経営学の専門的知見に基づ

く主体性および問題解決力を育みながら卒業論文を作成します。

3.学修成果の評価

3.1 学修成果は、ディプロマ・ポリシーで定められた能力と、カリキュラムの各科

目で設定される到達目標の達成度を示すものであり、経営学科のアセスメント・ポ

リシーに従って多様な方法で学修成果を評価します。

3.2 各科目の内容、到達目標、および評価方法・基準はシラバスを示し、到達目標

の達成度を評価します。



入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/eba/business）

（概要）

教育目的 経営学を中心に経済学・法学分野の科目も配し、ビジネスパーソンとして

必要な幅広い教養と実体験重視の学修を通じて、社会人としての自立できる人材の育成

を目的とする。

本学科の教育目的に示した人材を育成するために、明確な目的意識と情熱を持ち、高

等学校で履修した教科・科目について、基礎的な知識を有し、自分の考えを伝えられる

日本語力、さまざまな課題に積極的に挑戦しようとする意欲、活動に積極的に取り組む

姿勢、コミュニケーションを効果的に図り、相互理解に努めようとする態度を有する人

を求めます。

1.知識・技能

・高等学校で履修する国語、英語、地理歴史、数学などについての基礎的な知識を

持つ。

2.思考力・判断力・表現力

・企業やショップの経営について考え判断する能力があり、自分の考えを表現でき

る。

3.主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度

・経営学に強い興味・関心があり、主体的に学ぶ強い意欲を持つ。

・知識の修得と実践のために、多様な人々と協働して取り組める。



学部等名 人文学部 心理学科

教育研究上の目的（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hum/psychology）

（概要）

心理学及び周辺分野の基礎的知識と技能を十分に体得し、それを企業や心理臨床な

どの現場において柔軟に応用、問題解決できる能力を持った人材を育成する。

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hum/psychology）

（概要）

1.知識・理解

1. 心理学や社会学の専門的知識と研究方法を習得することで、現代社会における

諸問題を理解することができる。

2. 豊かな人間性と幅広い教養を身に付け、グローバル社会に適応できる。

2.技能

1. 優れた文章読解能力を身に付け、自らの思考を口頭および文章で他者に伝える

ことができる。

2. 心理学や社会学に関する知識を活用して、他者と適切にコミュニケーションを

とり、互いの理解を深めることができる。

3.思考・判断・表現

1. 統計や実験、調査結果の分析を通じて身に付けた論理的思考力をもとに、社会

におけるさまざまな問題に対処することができる。

2. 自ら設定した主題について、文献調査や実験などを通して収集した資料を、客

観的に分析しながら、批判的に考察できる。

4.関心・意欲・態度

1. 人と社会に対する関心を強く持ち、さまざまな問題の解決に能動的に取り組む

ことができる。

2. 現状の課題に対して、協働して取り組み、集団のなかで自分の役割を果たすこ

とができる。



教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hum/psychology）

（概要）

1.教育課程編成

1. 人間を心理と社会の両面から学び、学科の学修を活かした進路に進むために、

対人援助、応用心理、社会・産業の 3 つのプログラムを設置します。

2. 専門的知見に基づく主体的な行動力および問題解決力を育成し、各学科の学修

を活かした進路に進むために、学科専門科目には、基礎的事項を学ぶ基礎科目、より

高度な内容を学ぶ展開科目を設けます。

3. 公認心理師、認定心理士、社会調査士など、専門職の資格を取得するために必要

な科目を置きます。

2.学修方法・学修過程

（学修方法）

4 年間の学修課程では、教員が学生に寄り添って行う指導の下で、教養科目や専門科

目を理論的に学修するだけでなく、体験学修およびキャリア学修も連動させながら

実践的かつ能動的に学修します。

（学修課程）

1. 講義形式科目で各分野の知識を学び、実験や実習形式科目で実践的な経験を積

み、演習形式科目で情報伝達能力を高めます。

2. 1 年次から 2 年次にかけて学ぶ基礎科目で、各プログラムの基礎的な知識を横

断的に学び、また 2 年次において、心理学や社会学の実験や調査の方法を学ぶため、

各プログラムが提供する実験・演習科目を選択的に受講します。

3. 3 年次・4 年次に学ぶ少人数の専門演習においてきめ細やかな指導を受けなが

ら、一定水準以上の卒業論文を作成します。

4. 演習などにおける集団作業を通じて、集団のなかで自分の役割を果たすことが

できる協働力を涵養します。

5. 大学での学びの意義づけも重視して、卒業後の人生を見据えたキャリア教育を

学修します。

（学修成果）

心理学科では、専門的知見に基づく主体的な行動力および問題解決力の修得を目的

として、両学科で設置されるプログラムの下で段階的に学修しながら卒業論文を作

成します。

3. 学修成果の評価

1. 学修成果は、ディプロマ・ポリシーで定められた能力と、カリキュラムの各科目

で設定される到達目標の達成度を示すものであり、アセスメント・ポリシーに従っ

て多様な方法で学修成果を評価します。

2. 各科目の内容、到達目標、および評価方法・基準はシラバスに示され、到達目標

の達成度が評価されます。



入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hum/psychology）

教育目的 心理学及び周辺分野の基礎的知識と技能を十分に体得し、それを企業や心

理臨床などの現場において柔軟に応用、問題解決できる能力を持った人材を育成する。

本学科の教育目的に示した人材を育成するために、明確な目的意識と情熱を持ち、

高等学校で履修した教科・科目について、基礎的な知識を有し、自分の考えを伝えら

れる日本語力、さまざまな課題に積極的に挑戦しようとする意欲、活動に積極的に取

り組む姿勢、コミュニケーションを効果的に図り、相互理解に努めようとする態度を

有する人を求めます。

1.知識・技能

・高等学校で履修する国語、英語、地理歴史、数学などについての基礎的な知識を

持つ。

2.思考力・判断力・表現力

・人間の心理・行動・コミュニケーションについて考え判断する能力があり、自分

の考えを表現できる。

3.主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度

・心理学に強い興味・関心があり、未知のことを主体的に探究する強い意欲を持つ。

・心理学実験や発表などを、多様な人々と協働して取り組める。



学部等名 人文学部 歴史文化学科

教育研究上の目的（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hum/history）

（概要）

歴史学及び周辺分野の基礎的知識と調査研究技能を十分に体得し、それを実社会にお

いて問題解決に活用できる人材を育成する。

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hum/history）

（概要）

1.知識・理解

1. 歴史文化に対する専門的知識と研究方法を修得し、現代社会における諸問題解

決するために活用できる。

2. 豊かな人間性と幅広い教養を身に付け、グローバル社会に適応できる。

2.技能

1. 優れた文章読解能力を身に付け、自らの思考を口頭および文章で他者に伝える

ことができる。

2. 発表や聞きとり調査の経験などを活用して、他者と適切にコミュニケーション

をとり、互いの理解を深めること

3.思考・判断・表現

1. 歴史文化に関する専門的学修を通じて獲得した知識・思考方法で、社会におけ

る問題を発見し、必要な情報を収集・分析し、対処することができる。

2. 自ら設定した主題について、文献調査やフィールドワークなどを通して収集し

た資料を、客観的に分析しながら、批判的に考察できる。

4.関心・意欲・態度

1. 現代社会やその歴史文化に対する関心を強く持ち、さまざまな問題の解決に能

動的に取り組むことができる。

2. 現状の課題に対して、協働して取り組み、集団のなかで自分の役割を果たすこと

ができる。



教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hum/history）

（概要）

1.教育課程編成

1. 学科の学修を活かした進路に進むため、歴史文化を多様な視点から学ぶことを

目的として、歴史探究、民俗探究、京都文化探究の 3 つのプログラムを設置します。

2. 専門的知見に基づく主体的な行動力および問題解決力を育成するために、学科

専門科目には、基礎的事項を学ぶ基礎科目、より高度な内容を学ぶ展開科目を設けま

す。

3. 教職・学芸員という専門職の資格を取得するための課程を設置します。

2.学修方法・学修過程

（学修方法）

4 年間の学修課程では、教員が学生に寄り添って行う指導の下で、教養科目や専門科

目を理論的に学修するだけでなく、体験学修およびキャリア学修も連動させながら実

践的かつ能動的に学修します。

（学修課程）

1. 講義形式科目で各分野の知識を学び、実験や実習形式科目で実践的な経験を積

み、演習形式科目で情報伝達能力を高めます。

2. 1 年次秋から 2 年次春にかけて学ぶ必修の授業で、各プログラムの基礎的な知識

を横断的に学び、また 2回生春から各プログラムが提供する基礎ゼミを複数学ぶこと

で、複眼的な視点を涵養しながら、プログラム選択を行います。

3. 2 年次に学ぶ基礎ゼミにおいて、各分野の論文や資料読解の基礎力を高め、3 年

次・4 年次に学ぶ少人数の専門ゼミにおいて、きめ細やかな指導を受けながら、一定

水準以上の卒業論文を作成します。

4. 演習などにおける集団作業を通じて、集団のなかで自分の役割を果たすことがで

きる協働力を涵養します。

5. 大学での学びの意義づけも重視して、卒業後の人生を見据えたキャリア教育を学

修します。

（学修成果）

歴史文化学科では、専門的知見に基づく主体的な行動力および問題解決力の修得を目

的として、両学科で設置されるプログラムの下で段階的に学修しながら卒業論文を作

成します。

3.学修成果の評価

1. 学修成果は、ディプロマ・ポリシーで定められた能力と、カリキュラムの各科目

で設定される到達目標の達成度を示すものであり、アセスメント・ポリシーに従って

多様な方法で学修成果を評価します。

2. 各科目の内容、到達目標、および評価方法・基準はシラバスに示され、到達目標

の達成度が評価されます。



入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hum/history）

教育目的 歴史学及び周辺分野の基礎的知識と調査研究技能を十分に体得し、それを

実社会において問題解決に活用できる人材を育成する。

本学科の教育目的に示した人材を育成するために、明確な目的意識と情熱を持ち、高

等学校で履修した教科・科目について、基礎的な知識を有し、自分の考えを伝えられる

日本語力、さまざまな課題に積極的に挑戦しようとする意欲、活動に積極的に取り組む

姿勢、コミュニケーションを効果的に図り、相互理解に努めようとする態度を有する人

を求めます。

1.知識・技能

・高等学校で履修する国語、英語、地理歴史などについての基礎的な知識を持つ。

2.思考力・判断力・表現力

・歴史文化について考え判断する能力があり、自分の考えを表現できる。

3.主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度

・歴史文化に強い興味・関心があり、未知のことを主体的に探究する強い意欲を持

つ。

・発表やフィールドワークなどを、多様な人々と協働して取り組める。



学部等名 バイオ環境学部 バイオサイエンス学科

教育研究上の目的（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/bio/bioscience）

（概要）

環境と調和したグリーンバイオ技術の習得を教育目的とする。学生は動物、植物、

昆虫、微生物、食品、遺伝子の領域におけるバイオの知識や技術を講義や実験を通じ

て広く学び、環境と人々の健康に貢献できるバイオ技術者を目指す。

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/bio/bioscience）

（概要）

バイオサイエンス学科は、生命科学、食品、環境、健康分野に関する実学的教育を通

じて、グローバル化社会において自らの力で生き抜き、社会に貢献し続ける社会人の

育成を教育の目的とします。

1.知識・理解

1.1 生命科学、食品、環境、健康分野に関する知識体系を他領域の知識と関連づけ

ながら修得し、変容するグローバル社会の諸問題を解決するために活用できる。

2.技能

2.1 生命科学、食品、環境、健康分野に関する技術を実験・実習・フィールドワー

クを通じて修得し、それらの技術を用いて、必要な情報を収集し、活用できる。

2.2 自らの知識や意見を文章や発表などで発信し、他者と意思疎通を行うことがで

きる。あわせて、外国語によるコミュニケーション能力が身についている。

3.思考・判断・表現

3.1 生命科学、食品、環境、健康分野に関して、修得した知識、技能ならびに経験

を活かして、複眼的思考で自らの考えを論理的に組み立て、表現することができる。

3.2 上記分野に関して自らが主題を設定し、文献調査、実験等で収集した情報に基

づき、論理的・客観的・批判的な分析と考察ができる。

4.関心・意欲・態度

4.1 生命科学、食品、環境、健康分野に対して、よりよい人間社会の形成や発展に

活かそうとする意欲を持ち、専門技能と変化に対応できる専門知識・教養で、その

問題の解決のために粘り強く主体的に行動できる。

4.2 多様な他者と協働しながら、上記分野の諸問題に関心を示し、自律的な社会人

としてそれらの問題を解決するために行動できる。



教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/bio/bioscience）

（概要）

1.教育課程編成

1.1 大学共通コア科目およびバイオサイエンス分野からなる基礎科目、専門基礎科

目を学修することによって、柔軟に思考し、多角的に事象を見て、的確な判断を下

すことができる力を育成します。

1.2 バイオサイエンス分野からなる専門基礎科目および専門科目（専門知識と専門

技能）を学修させ、多角的に真理を探究する力を育成します。

1.3 専門科目（専門知識と専門技能）を学修後、専攻演習・卒業研究を通じて、問

題解決を導く力を育成し、人々の生活の向上と人間社会の発展に貢献しようとする

姿勢を養成します。

2.学修方法・学修過程

（学修方法）

2.1 4 年間の教育課程では、教養科目や専門科目を理論的に学修するだけでなく、

実験・実習およびキャリア学修も連動させながら実践的かつ能動的に学修します。

（学修過程）

2.2.1 基礎科目、専門基礎科目および専門科目としての実験・実習を通じて、コミ

ュニケーション力、協働力、課題発見力やリーダーシップを育む学修を行います。

2.2.2 1 年次にバイオサイエンスに関する必修科目を通じて基礎知識を学修し、ま

た「バイオサイエンス概論」において、将来の方向性を模索します。

2.2.3 2 年次以降、実験・実習科目を通じて、バイオサイエンスの専門性を段階的

に養います。

2.2.4 4 年次では、1 年次から 3 年次までに学んだ知識と技術を基にして、卒業研

究と専攻演習を行い、バイオサイエンス領域の発展に積極的に関与できる力を育む

学修を行います。

2.2.5 卒業研究や実践プロジェクト科目での地域との連携を通じて、社会の一員と

して、社会の課題の解決を図る力を育む学修を行います。

3.学修成果の評価

3.1 学修成果は、ディプロマ・ポリシーで定められた能力と、カリキュラムの各科

目で設定される到達目標の達成度を示すものであり、バイオサイエンス学科のアセ

スメント・ポリシーに従って多様な方法で学修成果を評価します。

3.2 各科目の内容、到達目標、および評価方法・基準をシラバスに示し、到達目標

の達成度を評価します。



入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

(https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/bio/bioscience）

教育目的 環境と調和したグリーンバイオ技術の習得を教育目的とする。学生は動

物、植物、昆虫、微生物、食品、遺伝子の領域におけるバイオの知識や技術を講義や実

験を通じて広く学び、環境と人々の健康に貢献できるバイオ技術者を目指す。

本学科の教育目的に示した人材を育成するために、明確な目的意識と情熱を持ち、

高等学校で履修した教科・科目について、基礎的な知識を有し、自分の考えを伝えら

れる日本語力、さまざまな課題に積極的に挑戦しようとする意欲、活動に積極的に取

り組む姿勢、コミュニケーションを効果的に図り、相互理解に努めようとする態度を

有する人を求めます。

1.知識・技能

・高等学校で履修する国語、英語、数学、理科などについての基礎的な知識を持つ。

2.思考力・判断力・表現力

・生命を含む自然や自然現象について考え判断する能力があり、自分の考えを表現

できる。

3.主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度

・生命科学、食品、環境、健康分野に強い興味・関心があり、主体的に学ぶ強い意欲

を持つ。

・知識の修得と活用のために、多様な人々と協働して取り組める。



学部等名 バイオ環境学部 バイオ環境デザイン学科

教育研究上の目的（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/bio/bioenvironmental）

（概要）

農・森林環境、水環境、都市環境などの共生空間における物質循環や動態とその景

観に関する科学・技術に基づく環境デザイン力の養成を教育目的とする。学生は生態

学的知識、環境分析技術、環境再生技術などを講義や実験、フィールド実習を通じて

学び、人と自然の共生に貢献できる環境専門家やランドスケープデザイナーを目指す。

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/bio/bioenvironmental）

（概要）

バイオ環境デザイン学科は、環境、生物、水質、造園分野に関する実学的教育を通じ

て、グローバル化社会において自らの力で生き抜き、社会に貢献し続ける社会人の育

成を教育の目的とします。

1.知識・理解

1.1 環境、生物、水質、造園分野に関する知識体系を他領域の知識と関連づけなが

ら修得し、変容するグローバル社会の諸問題を解決するために活用できる。

2.技能

2.1 環境、生物、水質、造園分野に関する技術を実験・実習・フィールドワークを

通じて修得し、それらの技術を用いて、必要な情報を収集し、活用できる。

2.2 上記で収集した情報をまとめ、レポートや口頭発表を通じで他者に分かりやす

く情報発信できる。また、外国語による簡単なコミュニケーション能力が身につい

ている。

3.思考・判断・表現

3.1 環境、生物、水質、造園分野に関して、修得した知識、技能ならびに経験を活

かして、複眼的思考で自らの考えを論理的に組み立て、表現できる。

3.2 上記分野に関して自らが主題を設定し、文献調査、フィールド調査、実験等で

収集した情報に基づき、論理的・客観的・批判的な分析と考察ができる。

4.関心・意欲・態度

4.1 環境、生物、水質、造園分野に関する学びを通じ、人間活動と環境の調和の重

要性を意識しながら、変容するグローバル社会の諸問題に継続的に関心を示し、専

門技能と変化に対応できる専門知識・教養で、その問題の解決のために粘り強く主

体的に行動できる。

4.2 上記分野の諸問題に対し、多様な他者と協働しながら、自律的な社会人として

問題を解決するために行動できる。



教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/bio/bioenvironmental）

（概要）

1.教育課程編成

1.1 大学共通コア科目およびバイオ環境デザイン分野からなる基礎科目、専門基礎

科目を学修することによって、柔軟に思考し、多角的に事象を見て、的確な判断を

下すことができる力を育成します。

1.2 バイオ環境デザイン分野からなる専門基礎科目および専門科目（専門知識と専

門技能）を学修させ、多角的に真理を探究する力を育成します。

1.3 専門科目（専門知識と専門技能）を学修後、専攻演習・卒業研究を通じて、問

題解決を導く力を育成し、人々の生活の向上と人間社会の発展に貢献しようとする

姿勢を養成します。

2.学修方法・学修過程

（学修方法）

2.1 4 年間の教育課程では、教養科目や専門科目を理論的に学修するだけでなく、

実験・実習およびキャリア学修も連動させながら実践的かつ能動的に学修します。

（学修過程）

2.2.1 基礎科目、専門基礎科目および専門科目としての実験・実習を通じて、コミ

ュニケーション力、協働力、課題発見力やリーダーシップを育む学修を行います。

2.2.2 1 年次に自然科学に関する科目を通じて基礎知識を学修し、また「バイオ環

境デザイン原論」において、将来の方向性を模索します。

2.2.3 2 年次以降、実験・実習科目を通じて、バイオ環境デザインの専門性を段階

的に養います。

2.2.4 4 年次では、1 年次から 3 年次までに学んだ知識と技術を基にして、卒業研

究と専攻演習を行い、バイオ環境デザイン領域の発展に積極的に関与できる力を育

む学修を行います。

2.2.5 卒業研究や実践プロジェクト科目での地域との連携を通じて、社会の一員と

して、社会の課題の解決を図る力を育む学修を行います。

3.学修成果の評価

3.1 学修成果は、ディプロマ・ポリシーで定められた能力と、カリキュラムの各科

目で設定される到達目標の達成度を示すものであり、食農学科のアセスメント・ポ

リシーに従って多様な方法で学修成果を評価します。

3.2 各科目の内容、到達目標、および評価方法・基準をシラバスに示し、到達目標

の達成度を評価します。



入学者の受入れに関する方針（公表方法： ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/bio/bioenvironmental）

教育目的 農・森林環境、水環境、都市環境などの共生空間における物質循環や動態

とその景観に関する科学・技術に基づく環境デザイン力の養成を教育目的とする。学

生は生態学的知識、環境分析技術、環境再生技術などを講義や実験、フィールド実習

を通じて学び、人と自然の共生に貢献できる環境専門家やランドスケープデザイナー

を目指す。

本学科の教育目的に示した人材を育成するために、明確な目的意識と情熱を持ち、

高等学校で履修した教科・科目について、基礎的な知識を有し、自分の考えを伝えら

れる日本語力、さまざまな課題に積極的に挑戦しようとする意欲、活動に積極的に取

り組む姿勢、コミュニケーションを効果的に図り、相互理解に努めようとする態度を

有する人を求めます。

1.知識・技能

・高等学校で履修する国語、英語、数学、理科などについての基礎的な知識を持つ。

2.思考力・判断力・表現力

・自然環境やその現象について考え判断する能力があり、自分の考えを表現できる。

3.主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度

・環境の保全や再生に強い興味・関心があり、主体的に学ぶ強い意欲を持つ。

・知識の修得と活用のために、多様な人々と協働して取り組める。



学部等名 バイオ環境学部 食農学科

教育研究上の目的（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/bio/agriculture）

（概要）

環境に配慮し、地域の特長を生かした農産物の生産や安全な食品の加工技術の習得

を教育目的とする。学生は農産物の栽培育種、食品加工、発酵・醸造、食品の栄養価や

安全性をバイオの知識と共に講義や実習を通じて学び、地域の活性化に貢献できる食

と農の専門家を目指す。

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/bio/agriculture）

（概要）

食農学科は、栽培を中心とした農と加工を中心とした食に関する実学重視の教育を

通じて、グローバル化社会において自らの力で生き抜き、社会に貢献し続ける社会人

の育成を教育の目的とします。

1.知識・理解

1.1 農業・発酵醸造・食品加工に関する知識体系を他領域の知識と関連づけながら

修得し、変容するグローバル社会の諸問題を解決するために活用できる。

2.技能

2.1 農業・発酵醸造・食品加工に関する技術を実験・実習・フィールドワークを通

じて修得し、技術を適切に活用できます。加えて、情報収集力も講義を通じて修得

し、適切な情報を得て活用できる。

2.2 日本語を用いて、自らの知識や意見を口頭あるいは文章で適切に伝えることが

できる。あわせて、外国語での簡単なコミュニケーション能力が身についている。

3.思考・判断・表現

3.1 農業・発酵醸造・食品加工に関して、修得した知識、技能ならびに経験を活か

して、複眼的思考で自らの考えを論理的に組み立て、表現することができる。

3.2 上記分野に関わる主題を自ら設定し、収集した資料の客観的な分析を通して、

論理的、批判的に考察し判断することができる。

4.関心・意欲・態度

4.1 変容するグローバル社会の諸問題、特に農と食という人間の命の根本にかかわ

る分野に対して、環境との調和という意識を持ち、継続的に関心を示し、専門技能

と変化に対応できる専門知識・教養で、その問題の解決のために粘り強く主体的に

行動できる。

4.2 多様な他者と協働しながら、自律的な社会人として責任ある行動ができる。



教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/bio/agriculture）

（概要）

1.教育課程編成

1.1 大学共通コア科目および食農分野からなる基礎科目、専門基礎科目を修得する

ことによって、柔軟に思考し、多角的に事象を見て、的確な判断を下すことができ

る力を育成します。

1.2 食農分野からなる専門基礎科目および専門科目（専門知識と専門技能）を修得

させ、多角的に真理を探究する力を育成します。

1.3 専門科目（専門知識と専門技能）を修得後、専攻演習・卒業研究を通じて、問

題解決を導く力を育成し、人々の生活の向上と人間社会の発展に貢献しようとする

姿勢を養成します。

2.学修方法・学修過程

（学修方法）

2.1 4 年間の教育課程では、教養科目や専門科目を理論的に学修するだけでなく、

実験・実習およびキャリア学修も連動させながら実践的かつ能動的に学修します。

（学修過程）

2.2.1 基礎科目、専門基礎科目および専門科目としての実験・実習を通じて、コミ

ュニケーション力、協働力、課題発見力やリーダーシップを育む学修を行います。

2.2.2 1 年次に食農に関する科目を通じて基礎知識を学修し、また「食農概論」に

おいて、将来の方向性を模索します。

2.2.3 2 年次以降、実験・実習科目を通じて、食農の専門性を段階的に養います。

2.2.4 4 年次では、1 年次から 3 年次までに学んだ知識と技術を基にして、卒業研

究と専攻演習を行い、食農領域の発展に積極的に関与できる力を育む学修を行いま

す。

2.2.5 卒業研究や実践プロジェクト科目での地域との連携を通じて、社会の一員と

して、社会の課題の解決を図る力を育む学修を行います。

3.学修成果の評価

3.1 学修成果は、ディプロマ・ポリシーで定められた能力と、カリキュラムの各科

目で設定される到達目標の達成度を示すものであり、食農学科のアセスメント・ポ

リシーに従って多様な方法で学修成果を評価します。

3.2 各科目の内容、到達目標、および評価方法・基準をシラバスに示し、到達目標

の達成度を評価します。



入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/bio/agriculture）

教育目的 環境に配慮し、地域の特長を生かした農産物の生産や安全な食品の加工技

術の習得を教育目的とする。学生は農産物の栽培育種、食品加工、発酵・醸造、食品の

栄養価や安全性をバイオの知識と共に講義や実習を通じて学び、地域の活性化に貢献

できる食と農の専門家を目指す。

本学科の教育目的に示した人材を育成するために、明確な目的意識と情熱を持ち、

高等学校で履修した教科・科目について、基礎的な知識を有し、自分の考えを伝えら

れる日本語力、さまざまな課題に積極的に挑戦しようとする意欲、活動に積極的に取

り組む姿勢、コミュニケーションを効果的に図り、相互理解に努めようとする態度を

有する人を求めます。

1.知識・技能

・高等学校で履修する国語、英語、数学、理科などについての基礎的な知識を持つ。

2.思考力・判断力・表現力

・自然や栽培、食べ物について考え判断する能力があり、自分の考えを表現できる。

3.主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度

・作物の生産と食品の開発・製造および発酵醸造に強い興味・関心があり、主体的

に学ぶ強い意欲を持つ。

・知識の修得と活用のために、多様な人々と協働して取り組める。



学部等名 健康医療学部 看護学科

教育研究上の目的（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hms/nursing）

（概要）

人間を総合的に捉え、尊重し、対象者に適した看護を実践するために必要な知識・

技術と豊かな人間性、自律的に学び続ける力を備え、対象者の健康回復・増進を図る

ために主体的に考え行動できる看護職者の育成を目指す。

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hms/nursing）

（概要）

1.知識・理解

1.1 看護職者として必要な専門的知識・技能を他領域の知識と関連づけながら修得

し、看護分野における諸問題を解決するために活用できる。

2.技能

2.1 看護職者として、適切な方法を用いて必要な情報を収集し、活用できる。

2.2 対象児・者と信頼関係を築き、適切な看護ケアを安全で効果的に実践できる技

術を身につけ、問題を解決するための方策を立て、実践することができる。

3.思考・判断・表現

3.1 看護学分野に関して修得した知識、技能ならびに経験を活かして、複眼的思考

で自らの考えを論理的に組み立て、表現できる。

3.2 自ら設定した看護学分野の主題について、収集した資料を客観的に分析しなが

ら、批判的に考察できる。

4.関心・意欲・態度

4.1 人々の生命・生活を尊重し愛情を持って理解しようとする人間性と、倫理観に

基づき、知識や技能の研鑽に努め、常に向上心を持って、その問題の解決のために

粘り強く主体的に行動できる。

4.2 自己研鑽に励むとともに、チームやグループ内で多様な職種に働きかけ、協働

し、目標に向かって自律的な職業人として行動できる。



教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hms/nursing）

（概要）

1.教育課程編成

1.1 職業人としての基礎力、人間性および倫理観を養い、看護職者としての能力を

育成するため、教育課程として「基礎分野」「専門基礎分野」「専門分野」を配置し

ます。

1.2 職業人としての教養、基礎学力・技能、語学力、協調性を修得することを目的

に、「基礎分野」を配置します。

1.3 看護職者としてあらゆる健康レベルにある対象児・者にふさわしい看護が実践

できる能力を育成するため、専門分野として「看護の基礎」「看護の実践」「看護の

発展とコミュニティー」を系統的に配置します。

2.学修方法・学修過程

（学修方法）

2.1.1 4 年間の教育課程では、各科目を理論的に学修するだけでなく、実習および

キャリア学修も連動させながら、実践的かつ能動的に学修します。

（学修過程）

2.2.1 専門基礎分野科目では健康の回復・維持・増進を一体的に捉えるために必要

となる基礎的知識を学修します。

2.2.2 看護の基礎科目では看護実践能力を身に付けるための基盤となる科目を配

置し、より専門的な科目の履修につなげる内容とし、人々の成長発達と健康レベル

に応じた看護を展開するための基本となる知識・技能・態度を深めていきます。

2.2.3 看護の実践科目では看護実践能力を育成することを目的とし、健康の保持や

疾病の予防、疾病・障害の回復過程における看護について系統的に学修します。さ

らに健康に問題を持つ人々の課題について理解し、生活の質の向上や自立を支援す

るための知識・技能・態度を深めていきます。

2.2.4 看護の発展とコミュニティーケア科目では、看護活動の内容・方法の多様性

を知り、これまでの学修を振り返り看護学を創造的に発展させていきます。

3.学修成果の評価

3.1 学修成果は、ディプロマ・ポリシーで定められた能力と、カリキュラムの各科

目で設定される到達目標の達成度を示すものであり、看護学科のアセスメント・ポ

リシーに従って多様な方法で学修成果を評価します。

3.2 各科目の内容、到達目標、および評価方法・基準をシラバスに示し、到達目標

の達成度を評価します。



入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hms/nursing）

教育目的 人間を総合的に捉え、尊重し、対象者に適した看護を実践するために必要

な知識・技術と豊かな人間性、自律的に学び続ける力を備え、対象者の健康回復・増進

を図るために主体的に考え行動できる看護職者の育成を目指す。

本学科の教育目的に示した人材を育成するために、明確な目的意識と情熱を持ち、

高等学校で履修した教科・科目について、基礎的な知識を有し、自分の考えを伝えら

れる日本語力、さまざまな課題に積極的に取り組む姿勢、コミュニケーションを効果

的に図り、相互理解に努めようとする態度を有する人を求めます。

1.知識・技能

・高等学校で履修する国語、英語、数学、理科などについての基礎的な知識を持つ。

2.思考力・判断力・表現力

・人々の健康について考え判断する能力があり、自分の考えを表現できる。

3.主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度

・看護の分野に強い興味・関心があり、主体的に学ぶ強い意欲を持 つ。

・知識の修得と実践のために、多様な人々と協働して取り組める。



学部等名 健康医療学部 言語聴覚学科

教 育 研 究 上 の 目 的 （ 公 表 方 法 ： ホ ー ム ペ ー ジ の 学 科 紹 介 頁 で 公 表 ）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hms/speech）

（概要）

言語・聴覚や摂食・嚥下分野の基本的な評価と訓練・指導の技術を修得し、さらに基

盤となる分野(科学)と幅広い分野(教養)の知識を備え、患者の状態を理解し、リハビ

リテーションに関する問題を医師らと連携しながら解決できる言語聴覚士の育成を目

指す。

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hms/speech）

（概要）

1.知識・理解

1.1 言語聴覚療法に必要な専門的知識・技能を他領域の知識と関連づけながら修得

し、言語聴覚障害分野における諸問題を解決するために活用できる。

2.技能

2.1 言語聴覚士として、適切な方法を用いて必要な情報を収集し、活用できる。

2.2 対象児・者と信頼関係を築き、言語聴覚士として安全で効果的なリハビリテー

ションを実践できる技術を身につけ、問題を解決するための方策を立て、実践する

ことができる。

3.思考・判断・表現

3.1 言語聴覚障害学分野に関して修得した知識、技能ならびに経験を活かして、複

眼的思考で自らの考えを論理的に組み立て、表現できる。

3.2 自ら設定した言語聴覚障害学分野の主題について、収集した資料を客観的に分

析しながら、批判的に考察できる。

4.関心・意欲・態度

4.1 医療の高度化や変化に対応し、言語聴覚士として生涯にわたり、知識や技能の

研鑽に努め、常に向上心を持って、その問題の解決のために粘り強く主体的に行動

できる。

4.2 豊かな人間性とコミュニケーション能力を持ち、リハビリテーション領域にお

けるチーム医療を推進しながら、自律的な職業人として行動できる。



教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hms/speech）

（概要）

1.教育課程編成

1.1 職業人としての基礎力、人間性および倫理観を養い、言語聴覚士としての能力

を育成するため、教育課程として「基礎分野」「専門基礎分野」「専門分野」を配置

します。

1.2 職業人としての教養、基礎学力・技能、語学力、協調性を修得することを目的

に、「基礎分野」を配置します。

1.3 言語聴覚士として乳幼児から高齢者まで対象児・者にふさわしい言語聴覚療法

が実施できる能力を育成するため、実学を重視した「専門基礎分野」「専門分野」を

系統的に配置します。

2.学修方法・学修過程

（学修方法）

2.1.1 4 年間の教育課程では、各科目を理論的に学修するだけでなく、実習および

キャリア学修も連動させながら、実践的かつ能動的に学修します。

（学修過程）

2.2.1 基礎分野科目では健康医療分野の職業人として必要な幅広い教養を学修し

ます。

2.2.2 専門基礎分野科目では言語聴覚障害学の基礎となる科目を配置し、より専門

的な科目に繋がる内容を深めていきます。

2.2.3 専門分野科目では言語聴覚士としての知識・技能・態度について障害領域別

に学修し、対象児・者の問題を理解し、治療や訓練において、自ら問題を発見し、解

決する能力を深めていきます。

3.学修成果の評価

3.1 学修成果は、ディプロマ・ポリシーで定められた能力と、カリキュラムの各科

目で設定される到達目標の達成度を示すものであり、言語聴覚学科のアセスメント・

ポリシーに従って多様な方法で学修成果を評価します。

3.2 各科目の内容、到達目標、および評価方法・基準をシラバスに示し、到達目標

の達成度を評価します。



入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hms/speech）

教育目的 言語・聴覚や摂食・嚥下分野の基本的な評価と訓練・指導の技術を修得し、

さらに基盤となる分野(科学)と幅広い分野(教養)の知識を備え、患者の状態を理解し、

リハビリテーションに関する問題を医師らと連携しながら解決できる言語聴覚士の育

成を目指す。

本学科の教育目的に示した人材を育成するために、明確な目的意識と情熱を持ち、

高等学校で履修した教科・科目について、基礎的な知識を有し、自分の考えを伝えら

れる日本語力、さまざまな課題や活動に積極的に取り組む意欲や姿勢、コミュニケー

ションを効果的に図り、相互理解に努めようとする態度を有する人を求めます。

1.知識・技能

・高等学校で履修する国語、英語、数学、生物などについての基礎的な知識を持つ。

2.思考力・判断力・表現力

・人の身体・精神・行動の仕組みについて考え判断するための基礎的な能力がある。

・自分の考えを的確にことばで表現できる。

3.主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度

・リハビリテーションの分野、特に言語聴覚士に強い興味・関心があり、主体的に

学ぶ強い意欲を持つ。

・様々な人の心情を理解して信頼関係を築こうとする気持ちを持ち、知識の修得と

実践のために、多様な人々と協働して取り組める。



学部等名 健康医療学部 健康スポーツ学科

教育研究上の目的（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hms/health）

（概要）

健康医学・健康科学・身体運動科学・スポーツ社会学といった幅広い分野を融合さ

せた学際的な教育研究によって、保健医療の知識と身体運動に関わる実践的スキルを

修得し、教育・医療・保健・福祉、そして健康産業において、人々の健康の維持・増進

に貢献する職業人の育成を目指す。

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hms/health）

（概要）

1.知識・理解

1.1 健康スポーツ科学に関する専門的知識・技能を他領域の知識と関連づけながら

修得し、健康スポーツ科学分野における諸問題を解決するために活用できる。

2.技能

2.1 健康スポーツ科学分野に携わる職業人として、適切な方法を用いて必要な情報

を収集し、活用できる。

2.2 対象児・者と信頼関係を築き、健康スポーツ科学分野に携わる職業人として、

安全で効果的なスポーツ指導ができる技術を身につけ、問題を解決するための方策

を立て、実践することができる。

3.思考・判断・表現

3.1 健康スポーツ科学分野に関して修得した知識、技能ならびに経験を活かして、

複眼的思考で自らの考えを論理的に組み立て、表現できる。

3.2 自ら設定した健康スポーツ科学分野の主題について、収集した資料を客観的に

分析しながら、批判的に考察できる。

4.関心・意欲・態度

4.1 変容するグローバル社会や健康スポーツ科学分野の諸問題に継続的に関心を

示し、知識や技能の研鑽に努め,常に向上心を持って、その問題の解決のために粘り

強く主体的に行動できる。

4.2 健康スポーツ科学分野の知識・技能に基づいて、多様な職種の人々とコミュニ

ケーションを取り、協働しながら、自律的な職業人として行動できる。



教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hms/health）

（概要）

1.教育課程編成

1.1 職業人としての基礎力、人間性および倫理観を養い、健康スポーツ科学分野に

携わる者としての能力を育成するため、教育課程として大学共通コア科目および専

門科目を配置します。

1.2 職業人としての教養、基礎学力・技能、語学力、協調性を修得することを目的

に、「大学共通コア科目」を配置します。

1.3 各世代における健康行動の維持増進、健康寿命の延伸、安全で効果的な運動・

スポーツ実践指導能力を育成するため、健康スポーツ科学に関する知識・技能、実

践指導力を学修できる「専門科目」を系統的に配置します。

2.学修方法・学修過程

（学修方法）

2.1.1 4 年間の教育課程では、各科目を理論的に学修するだけでなく、実習および

キャリア学修も連動させながら実践的かつ能動的に学修します。

（学修過程）

2.2.1 大学共通コア科目では、健康スポーツ科学分野の職業人としての幅広い教養

を学修し、主体的に行動できる職業人としての基礎力を学修します。

2.2.2 専門科目では実践や地域との連携を通して、社会で活躍するために求められ

る協働力、行動力、ライフスキル能力等の人間力、コミュニケーション力、リーダー

シップを深めていきます。

3.学修成果の評価

3.1 学修成果は、ディプロマ・ポリシーで定められた能力と、カリキュラムの各科

目で設定される到達目標の達成度を示すものであり、健康スポーツ学科のアセスメ

ント・ポリシーに従って多様な方法で学修成果を評価します。

3.2 各科目の内容、到達目標、および評価方法・基準をシラバスに示し、到達目標

の達成度を評価します。



入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

（https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/hms/health）

教育目的 健康医学・健康科学・身体運動科学・スポーツ社会学といった幅広い分野

を融合させた学際的な教育研究によって、保健医療の知識と身体運動に関わる実践的

スキルを修得し、教育・医療・保健・福祉、そして健康産業において、人々の健康の維

持・増進に貢献する職業人の育成を目指す。

本学科の教育目的に示した人材を育成するために、明確な目的意識と情熱を持ち、

高等学校で履修した教科・科目について、基礎的な知識を有し、自分の考えを伝えら

れる日本語力、さまざまな課題に積極的に挑戦しようとする意欲、活動に積極的に取

り組む姿勢、コミュニケーションを効果的に図り、相互理解に努めようとする態度を

有する人を求めます。

1.知識・技能

・高等学校で履修する国語、英語、数学、地理歴史、理科などについての基礎的な知

識を持つ。

・課外の運動部活動などを通じて、スポーツ活動・身体活動を遂行するために必要

な技能を修得しているとともに、健康や安全に関する一般的な知識 を持つ。

2.思考力・判断力・表現力

・人の体と心の健康の維持・増進について考え、正しく判断する能力があり、それ

らを基に健康的な生活を実現できる力を持つ。

3.主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度

・健康やスポーツに関する知識と技能を主体的に学び修得する強い意欲を持つ。

・他者の多様な個性に理解を示し、あらゆる人々に対して利他的な精神で貢献する

気持ちを持ち、知識と技能の修得のために多様な人々と協働して取り組める。



学部等名 工学部 機械電気システム工学科

教育研究上の目的（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

(https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/engineering/Department-of-Mechanical-

and-Electrical-System-Engineering)

（概要）

機械分野と電気分野に跨る専門分野の基礎知識を修得した上で、物事の本質を把握し

論理的に思考する能力を身に付け、グローバルな視点で社会ニーズに基づく問題を発見

し、自らの専門能力を総合的に駆使して適切に解決できる人材の育成を目的とする。

卒業の認定に関する方針卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介

頁で公表）

(https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/engineering/Department-of-Mechanical-

and-Electrical-System-Engineering)

（概要）

工学部機械電気システム工学科では、4 年以上在学し、所定の単位を取得し、下記の

能力を身につけたと判断できる学生に対し卒業を認定し、学士（工学）の学位を授与す

る。

1. 機械分野と電気分野に跨る学際的な工学分野の知識体系を他領域の知識と関連づ

けながら修得し、変容するグローバル社会の諸問題を解決するために活用できる。

2. 必要な情報を適切な方法を用いて収集し、活用できる。

3. 専門知識や意見について、日本語と英語を用いて他者と意思疎通を行うことができ

る。

4. 修得した知識、技能並びに経験を活かして、複眼的思考で自らの考えを論理的に組

み立て、表現することができる。

5. 自ら設定した主題に対して、文献調査、実験等で収集した情報に基づき、客観的に

分析しながら論理的、批判的に考察することができる。

6. 学びを通じ、変容するグローバル社会の諸問題に継続的に関心を示し、その問題の

解決のために粘り強く主体的に行動できる。

7. 多様な他者と協働しながら、自律的な社会人として行動できる。



教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

(https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/engineering/Department-of-Mechanical-

and-Electrical-System-Engineering)

（概要）

ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を有する人材を育成するために、以下の方針に基

づいた教育プログラムを実施する。

1. 教育課程として、大学共通科目および学部専門科目を配置する。

2. 機械工学と電気工学に跨る学際領域分野の専門基礎科目と専門科目（専門知識と専

門技能）を修得させ、多角的に真理を探究する力を育成する。

3. 専門科目（専門知識と専門技能）を修得後、総合演習科目（キャップストーン、卒

業研究）を通じて、専門的知見に基づく主体的な行動力および問題解決力を育成す

る。

4. 4 年間の教育課程では、大学共通科目や学部専門科目を理論的に学修するだけでな

く、実験・演習、相合演習も連動させながら実践的かつ能動的に学修する。

5. 基礎科目、専門基礎科目および専門科目としての実験・実習・総合演習を通じて、

コミュニケーション力、協働力、課題発見力やリーダーシップを育む学修を行う。

6. 1 年次には、スタートアップ科目で、基礎的な課題発見力・解決力およびコミュニ

ケーション力を育む学修を行う。

7. 1 年次および 2 年次には、基礎的な数学、物理、情報処理の知識修得を目指した学

修を行い、また、身体活動を通じてコミュニケーション力・リーダーシップ・協調

性を育む学修を行う。

8. 1 年次から 3年次には、グローバルな技術者としての基礎的な日本語と英語の語学

力の修得を目指して、一貫したカリキュラムで学修する。

9. 総合演習科目で社会の一員として、社会の課題の解決を図る力を育む学修を行う。



入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページの学科紹介頁で公表）

(https://www.kuas.ac.jp/academics/faculty/engineering/Department-of-Mechanical-

and-Electrical-System-Engineering)

教育目的 機械分野と電気分野に跨る専門分野の基礎知識を修得した上で、物事の本

質を把握し論理的に思考する能力を身に付け、グローバルな視点で社会ニーズに基づく

問題を発見し、自らの専門能力を総合的に駆使して適切に解決できる人材の育成を目的

とする。

本学部の教育目的に即した人材を育成するため、本学部の教育目的を理解し、意欲と

主体性をもって勉学に励むことができ、高等学校の教育課程で 修得する数学と理科（物

理基礎・物理）を中心とした基礎的な学力とそれを活用する論理的思考力、また基礎的

な英語力と英語コミュニケーション能力 を備える人を求めます。

1.工学を学ぶために必要な基礎的な知識・技能を有する。

2.工学について考え、判断する能力があり、自分の考えを表現できる。

3.工学に対する強い興味・関心があり、創造的思考力を育むため、主体的に学ぶ強い

意欲を持つ。

4.複雑で複合的な問題に挑戦するために、多様な人々と協働して取り組める。

5.グローバル社会で活躍できる教養（専門性・先進性・多様性・道徳性）を身に付け、

英語を中心とした語学力の向上を目指す意欲を持つ。



②教育研究上の基本組織に関すること
公表方法：本学ホームページにて公表
https://www.kuas.ac.jp/about/outline/organization

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること
a.教員数（本務者）

学部等の組織の名称
学長・

副学長
教授 准教授 講師 助教

助手

その他
計

－ 2人 － 2人

経済経営学部 － 26 人 10 人 8人 1人 0人 45 人

人文学部 － 16 人 8人 6人 0人 0人 30 人

バイオ環境学部 － 16 人 8人 7人 0人 0人 31 人

健康医療学部 － 17 人 14 人 13 人 6 人 3人 53 人

工学部 － 10 人 4人 5人 0人 0人 19 人

その他 － 9人 5人 39 人 6人 0人 59 人

b.教員数（兼務者）

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計

1人 228 人 229 人

各教員の有する学位及び業績
（教員データベース等）

公表方法：大学ホームページで公開

https://www.kuas.ac.jp/about/info-disclosure/info

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項）

本学では全学構成員や学部学科による学内 FD･SD 研修会の実施を毎年度複数回実施、大

学コンソーシアム京都等の学外研修会活動への参加を実施している。

なお 2021 年度実績として、全学において合計 7 回の FD･SD 研修会を実施、また各学部学

科においても複数回の FD を実行した。全学における FD 研修会の内容は、SD 的要素も有す

るガバナンス・ハラスメント・大学の財政など、また PBL 授業に関する FD 等、幅広い内容

で展開している。



④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等

学部等名
入学定員

（a）

入学者数

（b）

b/a 収容定員

（c）

在学生数

（d）

d/c 編入学

定員

編入学

者数

経済経営学部 370 人 316 人 85.4％ 1420 人 1328 人 93.5％ 0 人 0人

人文学部 170 人 133 人 78.2％ 680 人 636 人 93.5％ 0 人 0人

バイオ環境学部 160 人 97 人 60.6％ 700 人 514 人 73.4％ 0 人 0人

健康医療学部 200 人 185 人 92.5％ 800 人 734 人 91.8％ 0 人 0人

工学部 200 人 95 人 47.5％ 600 人 357 人 59.5％ 0 人 0人

法学部 募集停止 人 ％ 人 1人 ％ 0人 0人

人間文化学部 募集停止 人 ％ 人 1人 ％ 0人 0人

合計 1100 人 826 人 75.1％ 4200 人 3571 人 85.0％ 0 人 0人

（備考）

b.卒業者数、進学者数、就職者数

学部等名
卒業者数 進学者数

就職者数

（自営業を含む。）
その他

経済経営学部
288 人

(100％)

0 人

（0％）

250 人

（86.8％）

38 人

（13.2％）

人文学部
147 人

（100％）

8人

（5.4％）

109 人

（74.1％）

30 人

（20.4％）

バイオ環境学部
118 人

（100％）

8人

（6.8％）

94 人

（79.7％）

16 人

（13.6％）

健康医療学部
157 人

（100％）

3人

（1.9％）

145 人

（92.4％）

9人

（5.7％）

合計
710 人

（100％）

19 人

（2.7％）

598 人

（84.2％）

93 人

（13.1％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項）

京都先端科学大学院、日本電産株式会社、株式会社三菱 UFJ 銀行、株式会社京都銀行、

株式会社村田製作所

（備考）

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項）

学部等名
入学者数

修業年限期間内

卒業者数
留年者数 中途退学者数 その他

人

（100％）

人

（ ％）

人

（ ％）

人

（ ％）

人

（ ％）

人

（100％）

人

（ ％）

人

（ ％）

人

（ ％）

人

（ ％）

合計
人

（100％）

人

（ ％）

人

（ ％）

人

（ ％）

人

（ ％）

（備考）



⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること
（概要）

授業計画（シラバス）の作成過程

各学部各学科の授業科目の担当者が教務委員会にて決定した後に、12 月に教務センター長名

で各科目担当者に授業計画（シラバス）の執筆が依頼され、1 月下旬までに担当者が各科目の授

業計画（シラバス）を作成し、学生情報共有システムに入力する。その後、全シラバスについ

て、教務委員会が責任をもってチェックを行い、不適切な個所があるものについては修正を依

頼する。完成されたシラバスは春学期のオリエンテーション開始前に Web 上に公開される。

授業計画（シラバス）の内容

シラバスの記載項目及びその概要は、以下の通りである。

1.「授業概要」には授業で学ぶ内容とその意義・目的について概略を記述している。

目的部分は、学生からの「なぜこれを学ぶ必要があるのか？」という問いに対する、教員

からの回答を想定した内容となっている。また、実務経験のある教員等によってなされる

授業科目についてはその旨を記載している。

2.「到達目標」は、学生を主語にし、観察可能な動詞（「説明する」「討議する」など）を用い

ながら、3つ以上 5つ以下の目標を記述している。また、各目標は授業の目的を具体化した

ものであり、教育方法や成績評価方法・基準と対応させている。

3.「成績評価基準」については、到達目標ごとに 3 段階（「十分に到達できている」（S・A 相

当）・「一部は到達できている」（B・C相当）・「かなりの努力を要する」（F相当））で

評価の基準を記述している。記述に際しては、基準として「何ができれば目標を達成したと

みなされるのか」を段階ごとに記載してある。

4.「成績評価方法」については、本学では学修意欲の増進の一要素として、授業内レポートや小

テスト等多面的評価を行うことを強く推進している。また、到達目標や教育方法と対応させ

ながら、数値等を用いたで具体的な記述となっている。出席はするのが当然なので「出席

点」という言葉は用いないようにしている。

5.「授業スケジュール」は必ず 1～15 回、または 1～30 回に分けてすべての授業計画を箇条書

きで記述している。

6.「教育方法」は講義法やアクティブ・ラーニングなどの各回の授業方法や授業形態を明示して

いる。

7.「授業外学修」は、授業外学修の内容および必要時間数を記載している。

8.「教材（教科書）」は、授業で使用する教科書を、「教材（参考資料）」は、授業に関わる参

考資料を記載している。

9.「受講条件」は、事前または並行して履修が必要な科目や能力を記載している。

10.「受講のルール」は受講生との約束事、受講のマナー、守られなかった場合の対応などを記

載している。

11.「学習上の助言」は効果的な学習のための助言を記載している。



⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること
（概要）

卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組

大学全体の学位授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）

1.知識・理解

1.1 核となる特定の知識体系を他領域の知識と関連づけながら修得し、変容するグローバ

ル社会の諸問題を解決するために活用できる。

2.技能

2.1 適切な方法を用いて必要な情報を収集し、活用できる。

2.2 多様な言語を用いて、他者と意思疎通を行うことができる。

3.思考・判断・表現

3.1 修得した知識、技能ならびに経験を活かして、複眼的思考で自らの考えを論理的に組

み立て、表現できる。

3.2 自ら設定した主題について、収集した資料を客観的に分析しながら、批判的に考察で

きる。

4.関心・意欲・態度

4.1 変容するグローバル社会の諸問題に継続的に関心を示し、その問題の解決のために粘

り強く主体的に行動できる。

4.2 多様な他者と協働しながら、自律的な社会人として行動できる。

上記の大学全体の学位授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき、各学部学科の

ディプロマ・ポリシーが策定されており、これらの方針に基づいて、学生の履修単位数等を踏

まえて、卒業を認定している。

学部名 学科名
卒業に必要となる

単位数

ＧＰＡ制度の採用

（任意記載事項）

履修単位の登録上限

（任意記載事項）

経済経営学部
経済学科 124 単位 ○有・無 24 単位

経営学科 124 単位 ○有・無 24 単位

人文学部
心理学科 124 単位 ○有・無 24 単位

歴史文化学科 128 単位 ○有・無 24 単位

バイオ環境

学部

バイオサイエンス学科 128 単位
○有・無 24 単位

（4年生は 20 単位）

バイオ環境デザイン学科 128 単位
○有・無 24 単位

（4年生は 20 単位）

食農学科 128 単位
○有・無 24 単位

（4年生は 20 単位）

健康医療学部

看護学科 124 単位 ○有・無 24 単位

言語聴覚学科 124 単位 ○有・無 24 単位

健康スポーツ学科 124 単位 ○有・無 24 単位

工学部 機械電気システム工学科 128 単位 ○有・無 24 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項）
学内奨学金の受給基準に利用している。

公表方法：入試要項に記載している。

学生の学修状況に係る参考情報

（任意記載事項）
公表方法：

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること
公表方法：ホームページにて公表
https://www.kuas.ac.jp/about/facility



⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること

学部名 学科名
授業料

（年間）
入学金 その他 備考（任意記載事項）

経済経営

学部

経済学科

4年生 724,000 円 320,000 円
その他は施設設備費

(2019 年度以前入学生)

1 年生 824,000 円 260,000 円 60,000 円2020 年度入学生より授業料改定、

その他は施設設備費2～4年生 824,000 円 320,000 円

経営学科

4年生 724,000 円 320,000 円
その他は施設設備費

(2019 年度以前入学生)

1 年生 824,000 円 260,000 円 60,000 円2020 年度入学生より授業料改定、

その他は施設設備費2～4年生 824,000 円 320,000 円

人文学部

心理学科

4年生 724,000 円 320,000 円
その他は施設設備費

(2019 年度以前入学生)

1 年生 824,000 円 260,000 円 60,000 円2020 年度入学生より授業料改定、

その他は施設設備費2～4年生 824,000 円 320,000 円

歴史文化学科

4年生 724,000 円 320,000 円
その他は施設設備費

(2019 年度以前入学生)

1 年生 824,000 円 260,000 円 60,000 円2020 年度入学生より授業料改定、

その他は施設設備費2～4年生 824,000 円 320,000 円

バイオ

環境学部

バイオサイ

エンス学科

4年生 950,000 円 500,000 円
その他は施設設備費、実験実習費

(2019 年度以前入学生)

1 年生 1,020,000 円 260,000 円 400,000 円

2020 年度入学生より授業料改定、

その他は施設設備費、実験実習費

2年生 1,030,000 円 480,000 円

3 年生 1,040,000 円 490,000 円

4 年生 1,050,000 円 500,000 円

バイオ環境

デザイン学科

4年生 950,000 円 500,000 円
その他は施設設備費、実験実習費

(2019 年度以前入学生)

1 年生 1,020,000 円 260,000 円 400,000 円

2020 年度入学生より授業料改定、

その他は施設設備費、実験実習費
2年生 1,030,000 円 480,000 円

3 年生 1,040,000 円 490,000 円

4 年生 1,050,000 円 500,000 円

食農学科

4年生 950,000 円 500,000 円
その他は施設設備費、実験実習費

(2019 年度以前入学生)

1 年生 1,020,000 円 260,000 円 400,000 円

2020 年度入学生より授業料改定、

その他は施設設備費、実験実習費
2年生 1,030,000 円 480,000 円

3 年生 1,040,000 円 490,000 円

4 年生 1,050,000 円 500,000 円

健康医療

学部

看護学科
1年生 1,050,000 円 260,000 円 590,000 円

その他は施設設備費、実験実習費
2～4年生 1,050,000 円 650,000 円

言語聴覚学科
1年生 900,000 円 260,000 円 440,000 円

その他は施設設備費、実験実習費
2～4年生 900,000 円 550,000 円

健康スポーツ

学科

4年生 750,000 円 400,000 円
その他は施設設備費、実験実習費

(2019 年度以前入学生)

1 年生 850,000 円 260,000 円 290,000 円2020 年度入学生より授業料改定、

その他は施設設備費、実験実習費2～4年生 850,000 円 400,000 円

工学部
機械電気シス

テム工学科

1年生 940,000 円 260,000 円 400,000 円
その他は施設設備費、実験実習費

2～4年生 940,000 円 520,000 円



⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること
a.学生の修学に係る支援に関する取組

（概要）

1.奨学金制度として、成績優秀者に対しての奨学金制度や生活困窮者に対しての奨学金制度

整備している

2.課外活動として、スポーツ振興室と連携しクラブ活動の活性化、クラブ勧誘の支援、活動

場所の提供、クラブの強化を目的としている

3.厚生補導として、学園祭、卒業記念パーティー、学友会組織等の支援を行い学生生活の満

足度向上を目指している

4.快適な居場所作りとして、交通法規の遵守、交通マナー、防犯意識の涵養、飲酒及び薬物

乱用、ゴミ放置等について、マナー指導を随時啓発している

b.進路選択に係る支援に関する取組

（概要）

正課科目として 1年生キャリアデザインⅠⅡ、2年生から 3年生にかけてキャリア形成実

践演習ⅠⅡや全学年対象としたインターンシップを通じて進路選択に関わる支援を実施して

いる。

正課外では、キャリアサポートセンターやインターンシップセンターによる、各種講座や

個人面談を通じて進路選択に関わる支援を実施している。

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組

（概要）

1.学生相談室では臨床心理士有資格者を中心とした個別心理カウンセリングを実施

2.保健室では、学生に対して健康の維持増進を目的として、安全でより良い大学生活が送れ

るよう健康の側面から支援

3.障害学生支援室は、障害を持つ学生の相談窓口として合理的配慮の上、障害を持たない学

生と実質的に平等かつ公平な修学環境を得られるよう支援

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法
公表方法：大学ホームページで公開

https://www.kuas.ac.jp/about/info-disclosure/info



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

学校コード F126310107635

（備考）

内
訳

104人

61人

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

417人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

417人

後半期

440人

270人

124人

46人

学校名

設置者名

京都先端科学大学

学校法人 永守学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

451人

286人第Ⅰ区分



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

－

0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

34人

－

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

60人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

計 60人

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人


